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１．茨木市の取り組み

「生きる力を身につける学び方」体系表

読書活動年間指導計画案

図書館支援員の全校配置



生きる力を身につける体系表



読書活動年間計画表



図書館支援員の全校配置



授業の学習支援



物流の利用



休み時間、長期休暇中の開館

こいのぼり作り



ハロウイン
クリスマス

たなばた



学校図書館の環境整備



図書室の入り口



ろうか掲示板





図書委員会との連携



本の帯





２．読書感想文への取り組み

感性を育てる読書活動

技術を磨く読書活動

書くことを支える活動



読書感想文を書く力



感性を育てる読書活動

１．読み聞かせ

２．今週のおすすめの本

３．調べ学習

４．ひろばよみ

５．1年生への読み聞かせ



１．読み聞かせ

筒井頼子 さく 林明子 え （1977）
はじめてのおつかい 福音館書店



２．今週のおすすめの本

『注文の多い料理店』→宮沢賢治

『海のいのち』→立松和平

理科の実験→科学読み物、月の観察

社会科→地理、歴史、公民

修学旅行→戦争に関する本

家庭科→料理や手芸の本

行事に合わせた本

各月の祭事の本



３．調べ学習





４．ひろばよみ







５．1年生への読み聞かせ



読み取る

書く

交流・評価

技術を磨く国語力
C 読むこと
ウ 目的に応じて文章の内容を的確に押

さえて要旨をとらえたり、事実と感想、
意見などとの関係を押さえ、自分の考
えを明確にしながら読んだりすること。

B 書くこと
ア 考えたことなどから書くことを決め、目
的や意図に応じて、書く事柄を収集し、
全体を見通して事柄を整理すること。

イ 自分の考えを明確にするため、文章全
体の構成の効果を考えること。

カ 書いたものを発表し合い、表現の仕方
に着目して助言し合うこと。



読み取る

序論 本論 結論

筆者の主張
↓

自分の考えを明確に持つ

話題提示 本論の構成を知る



読む

•文章構成を学ぶ

•筆者の主張

調べる

•筆者の主張に対する自分の考えを持つ

•複数の資料から情報を得る

書く

•筆者の文章構成を参考にする

•学んだことをいかす

書く活動に至るまで



『未来に生かす自然のエネルギー』

序論

本論

結論

話題提示
→「持続可能な社会をつくっていくには」

本論１＜使いきりエネルギー＞
現状→課題→解決策

本論２＜再生可能エネルギー＞
現状→具体的な取り組み→課題→解決策

筆者の主張
→「持続可能な社会をつくっていくにはエネルギー問題の解決

が必要だ。」







書くことを支える活動
１．ノート指導

２．作文指導

３．新聞作り

４．ホワイトボードの活用









読み取る

書く

交流・評価

技術を磨く国語力

★



発表

•書いた文を読み合う

•発表する

評価

•評価シートに記入する

ふりかえり

•本人に返す

•次に生かす

交流・評価





５．読書感想文指導



読書感想文は選書から

本との
出合い

読み聞かせ

調べ学習

今週の

おすすめの本

ひろば

よみ



優れた作文との出合い

「読書感想文の書き方」プリント（夏）



書く事柄を整理する

「読書感想文を書く前に」プリント



書いた文を推敲する



１．複数の本から学んだことを入れる

２．自分の経験、身近な人から聞いた

話を入れる

３．まとめは身近な生活にもどって、

自分ができることを具体的に

推敲のポイント



「読書感想文の書き方」プリント（冬）



ご清聴ありがとうございました


